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今年の桜開花時期は、昨年に比べると全国的に多少早めで、しかも、開花期間が長いように思われます。
幸手権現堂桜堤に行ってきました。桜が、まだ、満開ではありませんでしたが、桜堤前一面に菜の花が咲き揃い、その景観を眺めていると清々しい爽やかな気分になります。　

ＳＳＨＣＯＮニュースも第５０号となり記念すべき発行となりました。今後も、埼玉支部の活動の持続と発展が期待されます。
これから、新緑の季節となりますが、皆様方も、天候の急変等により体調を崩さぬようご健康に気を付けご活躍くださるようご祈念申し上げます。
（事務局広報グループ）
ニュースの主な内容
■研修グループだより
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・平成27年4月16日（木）神奈川県茅ケ崎 

市の松下政経塾見学会が神奈川支部と合同 

で開催されました。1979年に公益財団法人
として設立された松下政経塾の「建塾の理
念」等、概要説明を受け、活発な質疑応答
がありました。その後、施設見学を行いま
した。見学終了後、辻堂駅近くで懇親会が
行われました。

・平成27年3月27日（水）に予定していた
第101回研修会は中止となりました。  （研修グループ長　中澤富夫）

■業務グループだより

・平成26年度の相談センター受付業務の状況は、件数39件(前年19件)、成約件数24件(前年13件)、成約率62％(前年67％）となりました。相談件数と成約件数は大幅に増加しましたが、成約率は若干の減少となりました。受付業務の内訳は、指導16件、講演・教育16件、診断4件、その他3件となっています。
（業務グループ長　堀江成治）
■事務局だより

（1）平成26年度第5回臨時理事会が3月21日（土）に開催されました。
　　　議題は以下の通りです。詳細は支部事務所書架のファイル「議事録」をご閲覧下さい。

　　①報告事項

　　　・平成26年度事業計画（前回理事会2/14以降）の進捗状況確認

・学校給食センターの労働災害防止の手伝いについて本部より依頼あり　

　　　・平成27年度の労働安全衛生コンサルタントの活用手引きを作成
　　　・安全衛生の相談件数が本日現在、37件

　　②審議事項
　　　・学校給食センターの安全衛生指導に関する営業活動に関して　　　　　　
　　次回は第6回通常理事会が5月10日（日）に開催予定です。
（2）埼玉労働局よりの通達（周知要請等）
文書は支部事務所の「供覧ファイル」に綴ってあります。　
　　　・交通労働災害防止に向けた取り組みの強化について（要請）

（埼労発基0331第1号　3月31日）　　　

・安全衛生優良企業公表制度の開始のお知らせ（埼労発基0326第1号　3月26日）

　　　・平成27年度全国安全週間の実施について（埼労発基0324第1号　3月24日）
 (3) 埼玉支部の平成27年度（第25回）通常総会は6月26日（金）14:30から浦和コミュ

　　　ニティーセンター第13集会室で開催します。案内等は後日送付いたします。

■改正法令情報

　　（Ctrlキーを押しながら、次の文を左クリックすると見ることができます。）

　・労働安全衛生規則の一部（足場規則関係）が改正され、足場からの墜落防止対策が
強化されます。～平成27年7月1日から施行～

　
■最近の報道より

・２月１７日　首都高火災２人死亡　江戸川区　塗装工事中に出火　（讀賣新聞）
16日午前11時10分頃、首都高速7号線の橋げたの塗装工事現場から出火、足場など約300平方㍍が焼け、20～30歳代の男性作業員2人が全身やけどで死亡した。このほか男性作業員11人が煙を吸うなどして病院に搬送された。警視庁小松川署幹部によ[image: image4.jpg]RXEERR —< S
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ると、作業員34人がシンナーや工具で古い塗装をはがすなどの作業をしていたところ、何らかの理由で引火し、足場のシートに燃え広がったという。同署で出火原因を調べている。首都高速では、昨年３月にも渋谷区の3号線で類似する火災が起きている。
・２月２５日　ガス爆発４人重軽傷　秋田特養の新築作業中（讀賣新聞）
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2月24月午後3時25分頃、秋田県大館市下川原、特別養護老人ホーム「大館南ガーデン」の新築工事現場でガス爆発があり、男性作業員4人が病院に搬送された。このうち、1人が全身やけどで意識不明の重体、1人が頭蓋骨骨折の重傷、2人が軽傷。大館署の発表によると、被災者は爆発当時は現場に止めた2台の車に乗って休憩中だったが、2人が車外に出たところ、爆発があったという。同署は溶接に使うガスボンベのガスが爆発したとみて、原因を調べている。
・３月１８日　生コン会社火災　男性2人が死亡　北海道（讀賣新聞）
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18日午前10時頃、北海道興部町北興の生コンクリート製造会社の工場で火災があったと、消防署に通報があった。北海道警興部署によると、工場敷地内にある生コンクリート製造部プラントの最上階の4階から出火。溶接作業などをしていた男性3人が病院に運ばれ、2人が死亡、1人が顔などにやけどを負った。興部生コンクリートによるとプラント内には生コンクリートの材料となる砂利を仕分ける鉄製の大型容器が6台あり、2人は同社から依頼を受け、数日前から砂利で摩耗した容器の補修作業を行っていたという。プラントは高さ約20㍍。1988年築で、防寒用に内壁にウレタンを貼っていたという。現場には溶接作業に使うバーナーが残されており、同署は火災との関係を調べる。

・３月１９日　温泉ガスか３人死亡　乳頭温泉郷源泉で作業　秋田（讀賣新聞）
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　　１８日午後５時頃、秋田県仙北市田沢湖生保内の乳頭温泉郷にある源泉付近で、「作業をしていた男性3人が倒れた」と仙北市から消防に通報があった。県警によると、3人は病院に運ばれたが、死亡が確認された。県警や消防は、硫化水素による中毒とみて調べている。市によると、源泉の湯を引いている施設から、「湯の量が少なくなり、温度も下がった」と市に連絡が有り、3人は、もう1人の市職員と計4人で温泉郷から約1㌔離れた源泉に、湯の温度や湯量の調整に向かった。現場は2.5㍍ほどの積雪が有り、4人はくぼ地に置いた荷物を取りに戻ったところ、2人は相次いで倒れ、助けようとした1人も倒れた。源泉付近は有毒な硫化水素が発生するため、一般の立ち入りは禁止されている。
・４月２日　トンネル掘削中作業員１人死亡　岩手・宮古（讀賣新聞）
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　１日午後７時20分頃、岩手県宮古市千徳のトンネル工事現場で、掘削作業をしていた会社員が崩れてきた土砂の下敷きとなり、頭の骨を折って間もなく死亡した。宮古署の発表によるとトンネル入り口から約300㍍付近で、作業員5人が発破作業のため岩盤に穴を開けていた。トンネルは、復興支援のため国が整備している道路の区間だった。
・４月１３日　山手線架線支柱が倒壊　9時間不通　ＪＲ、2日前傾き把握（讀賣新聞）
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　12日午前6時10分頃、東京都千代田区のＪＲ山手線神田－秋葉原駅間で、架線を支える柱が倒れているのを、並走する京浜東北線の運転手が発見した。倒れた柱の先端が山手線のレールに触れており、ＪＲ東日本は撤去作業のため、9時間以上にわたり両線の運転を一部区間で見合わせた。同社は2日前の10日、問題の柱が傾き始めたのを確認しながら応急措置を施しておらず、事態を重く見た国土交通省関東運輸局は12日夜、同社に再発防止策を講じるよう文書で警告した。同社によると、倒れたのは、直径約20㌢の鋼鉄製の柱2本を組み合わせた高さ約7㍍、重さ約1.3㌧の支柱。この支柱とワイヤでつながれた、約50㍍離れた支柱がまず傾き、それに引っ張られて土台ごと倒れたという。発見の1、2分前に山手線の電車が通過した際は異常はなく、倒れたのは、その直後とみられる。今回、倒れた支柱のどちらも近く撤去する予定だった。その作業の過程で倒れた方の支柱の強度が弱まり、架線やワイヤの引っ張る力に耐えきれなかった可能性が高いという。
次号は７月中旬頃発行予定です。皆様よりの情報提供を期待しています。
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